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（
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）
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１　

貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー
パ
ー

　

世
界
の
開
発
政
策
は
、「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目

標
と
は
、
一
日
一
ド
ル
以
下
の
所
得
の
人
口
比
率
を
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
間
に
半
減
す
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
飢
餓
に
苦
し
む
人
口
比
率
を
半
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
目
標
が
表
３
に

示
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
貧
困
削
減
戦
略
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー
パ
ー
は
、
英
語
でPoverty Reduction Strategy Papers

（
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
）
で
あ

り
、
成
長
推
進
と
貧
困
削
減
を
目
的
と
し
て
途
上
国
自
身
が
マ
ク
ロ
経
済
政
策
、
構
造
政
策
、
社
会
政
策

な
ど
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
市
民
社
会
や
世
銀
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
な
ど
の

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
参
加
型
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
各
国
政
府
が
用
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
世

銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
こ
の
よ
う
な
各
国
の
参
加
型
貧
困
削
減
戦
略
に
基
づ
い
て
優
遇
貸
付
や
債
務
救
済
を
行
う
。

二
〇
〇
三
年
一
月
現
在
ア
フ
リ
カ
で
一
三
カ
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
四
カ
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
央
ア

ジ
ア
で
二
カ
国
、
ア
ジ
ア
で
一
カ
国
、
中
東
で
一
カ
国
が
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
を
世
銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
提
出
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
今
後
の
途
上
国
の
貧
困
を
削
減
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
貧
困
削
減
の
た
め
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に
、
社
会
セ
ク
タ
ー
を
重
視
す

る
。
こ
こ
で
社
会
セ
ク
タ
ー
と

は
、
教
育
と
保
健
、
そ
し
て
農

村
開
発
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
指
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
は
、
女
性
、
子

供
、
高
齢
者
、
少
数
民
族
に
関

わ
る
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
と
く
に
女
性
問

題
や
エ
イ
ズ
問
題
を
重
視
す
る
。

　

ま
た
市
民
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

協
力
の
も
と
に
、
政
府
部
門
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
、
汚
職
の

追
放
、
透
明
性
の
向
上
、
財
政

の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
ィ
リ
テ
ィ
ー

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
が
Ｐ

表３　ミレニアム開発目標（1990～2015年）

１．極度な貧困と飢餓の削減
　　 • 　一日１ドル以下の所得の人口比率を半減
　　 • 　飢餓に苦しむ人口比率を半減
２．初等教育の完全普及
　　 • 　男女の差別なく初等教育課程を終了
３．男女平等，女性のエンパワーメントの促進
　　 • 　すべての段階の教育について男子と女子の均等な機会

を確保
４．児童の死亡率削減
　　 • 　５歳以下の乳幼児死亡率を1990年の数値から３分の２

削減
５．妊産婦の健康の改善
　　 • 　出産死亡率を1990年の数値から４分の３削減
６．ＨＩＶ / エイズ，マラリアなどの疾病の蔓延阻止
　　 • 　ＨＩＶ / エイズの蔓延を止め，減少に転じる
７．持続可能な環境作り
　　 • 　各国政策に持続可能な開発を組み入れ，環境資源の破

壊を阻止
　　 • 　飲料水へのアクセスがない人口比率を半減
　　 • 　少なくとも１億人のスラム居住者の生活の顕著な改善
８．グローバルな開発パートナーシップの構築
　　 • 　政府開発援助の増額
　　 • 　市場へのアクセスの拡大
　　 • 　債務を長期的に持続可能なものとする措置

　（出所）　国連ミレニアム・サミット（2000年９月６～９日）で採択。
　　　　　内容は，ＵＮＤＰの www.undp.org/mdg を参照。
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Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
な
か
で
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
環
境
問
題
、
セ
ク
タ
ー
間
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
単
な
る
戦
略
を
描
く
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
に
書
か
れ
た
事
業
の
み
が
実
際

に
世
銀
で
予
算
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
に
書
か
れ
な
い
と
予
算
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
財
政
計
画
と
関
連
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に

貧
困
に
焦
点
を
当
て
た
予
算
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
を
大
前
提
と
す
る
。
貧
困
関
連
の
予
算
は
、
国
の
マ
ク
ロ
経

済
の
安
定
と
切
り
離
せ
な
い
。
財
政
規
律
を
守
り
、
そ
の
な
か
で
貧
困
削
減
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
世
銀
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
、
第
３
章
で
説

明
し
た
「
構
造
調
整
政
策
」
の
考
え
方
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
が
そ
れ
と
異
な

る
点
は
、
構
造
改
革
に
優
先
順
位
付
け
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
途
上
国
に
お
い
て
構
造
改
革
は
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
必
要
な
場
合
が
多
い
。
貿
易
自
由
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
法
制
度
の
整
備
、
教
育
改
革
な
ど
で

あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
こ
の
改
革
に
優
先
順
位
付
け
を
行
う
。
構
造
調
整
政
策
は
、
す
べ
て
の
必
要
な
改

革
を
同
時
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
行
う
方
針
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
時
に
改
革
を
行
う
こ
と
か
ら
改
革
に
優
先
順

位
を
付
け
る
こ
と
へ
の
変
化
は
、
特
記
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
私
の
意
見
は
次
章
で
示
す
。
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一
方
、
世
銀
の
包
括
的
開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（Com

prehensive D
evelopm

ent Fram
ew

ork

：

Ｃ
Ｄ
Ｆ
）
は
、
一
九
九
五
年
に
世
銀
総
裁
と
な
っ
た
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ソ
ン
に
よ
り
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
密
接
に
関
係
し
、
相
互
に
強
化
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
強
調

す
る
点
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、「
参
加
」
で
あ
る
。
こ
の
参
加
の
考
え
方
が
、

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
つ
ま
り
、
途
上
国
政
府
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
省
庁
が
参

加
す
る
と
と
も
に
、
弱
者
の
声
を
反
映
す
る
市
民
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
も
、
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
援
助
を
供
与
す
る
ド
ナ
ー
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
へ
の
参
加
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
世
銀
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

役
割
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
選
択
的
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
、
⑴
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
⑵
一
九
八
〇
年
代
か
ら
実
施
さ
れ
た
構
造
調
整
政
策

で
開
発
戦
略
と
な
っ
た
「
政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ペ
ー
パ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
で
の
位
置
付
け
、
⑶
成

長
重
視
と
貧
困
重
視
の
サ
イ
ク
ル
、
⑷
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
関
係
、
⑸
重
債
務
貧
困
国
（H

eavily 

Indebted Poor Countries

：
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
と
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。
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２　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス

　

経
済
運
営
に
方
法
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
市
場
の
自
由
な
競
争
に
よ
る
経
済
運
営
で
あ
り
、「
自
由

競
争
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
相
対
す
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
日
本
で
と
ら
れ

た
「
産
業
政
策
」
で
、
政
府
の
直
接
統
制
に
よ
る
経
済
運
営
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
済
運
営
に
政
府
の
役

割
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
考
え
る
の
か
、
大
き
く
考
え
る
の
か
の
違
い
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
ご
ろ
は
日

本
経
済
が
バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
で
あ
り
、
産
業
政
策
モ
デ
ル
の
社
会
主
義
国
へ
の
適
用
が
考
え
ら
れ
た
。
し

か
し
こ
の
時
期
に
、
ソ
連
、
東
欧
、
ア
ジ
ア
の
社
会
主
義
国
が
相
次
い
で
市
場
経
済
化
政
策
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の
好
調
と
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ
り
、
自
由

競
争
モ
デ
ル
の
方
が
産
業
政
策
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
が
支
配
的
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
に
対
し
て
は
、
自
由
競
争
モ
デ
ル
に
基
づ
く
構
造
調
整
政

策
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
銀
の
融
資
の
条
件
と
さ
れ
た
。

　

第
３
章
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
構
造
調
整
政
策
は
、
経
済
自
由
化
の
考
え
方
で
あ
り
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
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ム
に
よ
り
民
間
の
活
力
を
生
か
す
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
政
府
に
よ
る
統
制
価

格
を
撤
廃
し
、
為
替
レ
ー
ト
を
自
由
化
し
、
金
利
を
自
由
化
し
、
市
場
で
の
価
格
に
よ
る
競
争
に
よ
っ
て

経
済
の
効
率
を
高
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
改
革
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス

と
し
て
ま
と
め
た
（W

illiam
son 1993

）。
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

政
策
を
実
施
す
る
う
え
で
、
す
べ
て
の
政
策
を
同
時
に
実
施
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
療
法
が
問
題
に
な
っ

た
。
す
べ
て
の
政
策
を
同
時
に
実
施
し
た
国
で
経
済
困
難
に
陥
っ
た
国
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
こ
の
時
期
に
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
化
へ
移
行
し
た
ロ
シ
ア
、
チ
ェ
コ
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
経

済
が
悪
化
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
シ
ョ
ッ
ク
療
法
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
一
方
で
、
漸
進
主
義
に
よ
り

順
番
に
経
済
改
革
を
実
施
し
た
中
国
は
経
済
成
長
が
順
調
で
あ
っ
た
め
に
経
済
改
革
に
順
序
を
付
け
る
シ

ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ョ
ッ
ク
療
法
を
採
用
し
た
チ
ェ
コ

な
ど
の
東
欧
諸
国
の
経
済
も
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
成
長
軌
道
に
乗
り
、
こ
の
議
論
は
あ
ま
り
さ
れ
な

く
な
っ
た
。

　

再
び
問
題
と
な
る
の
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
発
生
し
た
一
九
九
七
年
以
降
で
あ
る
。
短
期
資
本
の
移

動
を
自
由
に
し
て
い
た
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
経
済
危
機
が
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
規
制
し
て
い
た
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
危
機
が
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
中
国
は
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ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
短
期
資

本
の
自
由
化
を
遅
ら
せ
、
途
上
国
の
経
済
自
由
化
に
優
先
順
位
を
付
け
る
シ
ー
ク
エ
ン
シ
ン
グ
が
望
ま
し

い
と
い
う
意
見
が
強
く
な
っ
た
。
優
先
順
位
と
し
て
は
、
途
上
国
の
成
長
に
と
っ
て
政
治
の
安
定
が
大
前

提
に
な
る
。
次
に
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。
バ
ー
ン
サ
イ
ド
と
ダ
ラ
ー
の
研
究
に
よ
れ

ば
、「
良
い
政
策
を
採
り
、
か
つ
制
度
が
整
備
さ
れ
た
国
へ
の
援
助
は
、
そ
う
で
な
い
国
に
対
す
る
援
助

よ
り
も
効
果
的
で
あ
る
」
と
い
う
結
果
が
あ
る
（Burnside and D

ollar 2000

）。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
経
済

改
革
に
「
優
先
順
位
」
を
付
け
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

３　

政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ペ
ー
パ
ー
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
で
の
位
置
付
け

　

政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ペ
ー
パ
ー
は
、
構
造
調
整
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
ペ
ー
パ
ー
は
、
援
助
を
受
け
入
れ
る
国
が
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
で
、

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
世
銀
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
中
心
と
な
っ
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
こ
の
点
の
反
省
に
た
っ
て
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
途
上
国
の
当
該
国
主
導
（
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
重
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視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
途
上
国
が
自
分
の
国
の
貧
困
を
削
減
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
戦
略
を

作
成
し
、
そ
の
戦
略
を
自
分
た
ち
で
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
施
さ
れ
た
成
果

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
援
助
を
受
け
る
途
上
国
に
あ
る
。
政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ペ
ー
パ
ー
は
、
Ｐ

Ｒ
Ｓ
Ｐ
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ペ
ー
パ
ー
は
、

廃
止
さ
れ
る
。
一
九
九
九
年
末
に
は
、
ガ
ン
ビ
ア
、
ギ
ニ
ア
、
キ
ル
ギ
ス
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ベ

ト
ナ
ム
で
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
貿
易
自
由
化
な
ど
の
改
革
は
引
き
継
が
れ
る
が
、
新
し
く
貧
困
削

減
が
中
心
目
標
と
な
る
。

４　

成
長
重
視
と
貧
困
削
減
重
視
の
サ
イ
ク
ル

　

第
５
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
成
長
重
視
の
考
え
方
と
貧
困
削
減
重
視
の
考
え
方
に
は
、
二
〇
年
単
位

の
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
期
の
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
は
、
経
済
成
長
が
自
動

的
に
貧
困
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
仮
説
の
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
第
二
期
の

一
九
五
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
は
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
に
よ
り
経
済
成
長
が
所
得
の
格
差
を
生
み
、
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貧
困
層
と
富
裕
層
に
分
か
れ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
第
三
期
は
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で

で
あ
り
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
が
疑
問
視
さ
れ
、
成
長
の
た
め
に
効
率
を
重
視
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ

ン
サ
ス
に
よ
る
構
造
調
整
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
経
済
自
由
化
が
進
行
し
、
市
場
経
済
が
発
達
し
、

情
報
通
信
産
業
の
発
達
も
あ
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
進
行
し
た
。
第
四
期
の
一
九
九
五
年
以
降

は
、
再
び
貧
困
と
所
得
格
差
の
問
題
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
、
人
々
の
健
康
や
教
育
が
高
ま
れ
ば
、
生
産

性
や
経
済
成
長
が
高
く
な
る
と
い
う
論
理
が
使
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困
削
減
を
目
標
と
し
て
途
上

国
の
保
健
や
教
育
に
援
助
の
重
点
を
置
く
こ
と
に
よ
り
生
産
性
が
高
ま
り
、
経
済
が
成
長
し
、
貧
困
が
減

少
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
で
は
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
仮
説
の
第
二
期
の
よ
う
な
単
に
貧
困
層
に
金
銭
的
な
支

援
を
す
る
と
い
う
考
え
方
と
は
異
な
る
。
こ
の
不
平
等
を
是
正
す
る
た
め
に
、
一
九
九
五
年
に
世
銀
の
総

裁
に
な
っ
た
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ソ
ン
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｆ
を
打
ち
出
し
、
貧
困
削
減
に
立
ち
向
か
っ
た
。
こ
れ
が
、

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
つ
な
が
っ
て
く
る
。
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５　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
と
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
関
係

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
に
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｆ
（
包
括
的
開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
と
共
通
す
る
六
つ
の
核
と
な
る
原
則
が
あ

る
。
第
一
に
、
当
該
国
主
導
で
あ
り
援
助
を
受
け
る
「
当
事
国
が
作
成
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
ド
ナ
ー
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
、
市
民
社
会
な
ど
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
作
成
の
責
任
は

当
事
国
に
あ
る
。
こ
の
点
で
こ
れ
ま
で
曖
昧
に
さ
れ
て
い
た
当
事
国
の
責
任
を
明
確
に
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
途
上
国
の

制
度
を
整
備
し
、
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
能
力
構
築
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
・
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
）
と
呼
び
、
多
く
の
途
上
国
に
お
い
て
最
大
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、「
結

果
」
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
結
果
は
、
ど
れ
だ
け
貧
困
が
削
減
さ
れ
た
か
で
評

価
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
策
デ
ザ
イ
ン
を
実
施
し
た
後
、
結
果
を
評
価
し
、
そ
の
評
価
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
、
政
策
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
過
程
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

「
包
括
的
で
あ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
化
、
構
造
調
整
政
策
、
セ
ク
タ
ー
の
改
革
は
、

相
互
に
関
連
し
て
貧
困
の
削
減
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
は
、
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経
済
成
長
だ
け
の
前
提
で
あ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｆ
で
は
経
済
成
長
と
持
続
的
貧
困
削
減
の
前
提
と
な
る
。
第

四
に
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
参
加
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｆ
は
、
国

際
機
関
、
援
助
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
研
究
所
、
研
究
者
、
民
間
部
門
の
協
力
の
も
と
に
作
成
さ
れ
る
。
と
く
に
、

市
民
社
会
な
ど
の
参
加
を
重
視
し
、
市
民
社
会
の
形
成
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
こ
れ
ま
で
と
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
第
五
に
、「
長
期
政
策
」
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
構
造
調
整
政
策
は
、
通
常
三
年
単
位

の
短
期
間
で
実
施
さ
れ
、
三
年
間
で
の
成
果
を
期
待
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
た
と
え
ば
、
公
務
員
の
人
員

削
減
で
は
、
無
理
に
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
有
能
な
人
材
が
民
間
に
流
出
す
る
ケ
ー
ス
も
一
九
八

〇
年
代
の
ガ
ー
ナ
な
ど
で
あ
っ
た
。
短
期
の
効
果
だ
け
を
考
え
る
と
、
貧
困
削
減
は
、
持
続
的
な
長
期
の

効
果
を
保
障
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
確
か
に
直
接
に
貧
困
者
に
金
銭
を
渡
せ
ば
、
短
期
的
に
貧
困
は
減

る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
先
に
貧
困
者
が
教
育
を
受
け
、
そ
の
教
育
を
基
に
所
得
を
得
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
時
間
は
か
か
る
が
、
長
期
的
に
貧
困
を
削
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

第
六
が
次
章
で
説
明
す
る
政
策
へ
の
優
先
順
位
付
け
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｆ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
う
え
で
は
、
共
通
す
る
次
の
四
つ
の
鍵
と
な
る
要
素
が
あ
る
。
第
一
に
、

そ
の
国
の
貧
困
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
、
構
造
調
整
政
策
、
社

会
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
貧
困
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
長
期
の
政
策
は
、
六
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カ
月
ご
と
の
短
期
目
標
、
三
年
ご
と
の
中
期
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、

成
長
と
貧
困
削
減
に
対
し
て
何
が
障
害
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

６　

重
債
務
貧
困
国
（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
と
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
関
係

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
の
作
成
は
、
一
九
九
九
年
九
月
に
世
銀
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
中
心
に
重
債
務
貧
困
国
の
債
務
の
削
減

を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
。
当
初
七
カ
国
だ
っ
た
重
債
務
貧
困
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
六
カ
国
が
債

務
の
削
減
を
受
け
た
。
七
カ
国
と
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ボ
リ
ビ
ア
と
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
コ
ー
ト
ジ
ボ

ア
ー
ル
、
ギ
ア
ナ
、
マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ウ
ガ
ン
ダ
と
い
っ
た
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
の
国
で
あ

る
。
二
〇
〇
〇
年
段
階
で
は
、
対
象
国
が
拡
大
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
の
国
が
増
え
る
と
と
も
に
、
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
が
加
え
ら
れ
、
二
〇
カ
国
程
度
ま
で
に
な
っ
た
。
債
務
削
減
の
総
額
は
、
一
九
九
八

年
分
で
二
六
六
億
ド
ル
で
あ
り
、
半
分
が
二
国
間
の
援
助
、
残
り
半
分
が
国
際
機
関
で
あ
る
。
国
際
機
関

は
、
世
銀
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
、
米
州
開
発
銀
行
な
ど
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
、
そ
こ
に
は
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
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テ
ロ
へ
の
危
機
感
と
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

コラム　９

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
ロ
攻
撃
に
対
す
る
危
機
感
は
、
国
民
全
体
に
あ
る
。
飛
行
機
事
故
が
起

こ
る
と
テ
ロ
リ
ス
ト
の
せ
い
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
二
〇
〇
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
狙
撃

事
件
は
、九
人
の
死
者
が
出
た
が
、最
初
は
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
関
連
が
懸
念
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

テ
ロ
の
対
策
と
し
て
の
援
助
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
選
挙
で
の
票
に
つ
な
が
る
。
逆
に
、
票
に
つ

な
が
ら
な
い
の
は
、
環
境
へ
の
援
助
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
環
境
へ
の
関
心
は
特
に
低
い
。
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
環
境
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
京

都
条
約
の
遵
守
に
も
参
加
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
選
挙
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
も
っ

と
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
産
業
の
保
護
政
策
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
国

の
哲
学
と
し
て
自
由
競
争
を
基
本
と
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
、
外
国
か
ら
の
鉄
鋼
の
輸
入
を
制
限

し
、
競
争
を
制
限
し
て
い
た
。
選
挙
の
票
だ
け
を
考
え
、
非
効
率
で
、
重
厚
長
大
の
代
表
と
な
っ

参
加
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
な
ど
の
鍵
と
な
る
言
葉
は
出
て
く
る
。
し
か
し
、
成
長
戦
略
は
そ
の
な
か
に

は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
具
体
的
に
優
先
順
位
を
ど
の
よ
う
に
付
け
る
か
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
こ
で
政
策
の
優
先
順
位
の
決
め
方
を
次
章
で
検
討
し
た
い
。



104105

第６章　貧困削減戦略ペーパー

て
い
る
鉄
鋼
産
業
を
守
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
逆
に
、
二
〇
〇
三
年
に
こ
れ
が
選
挙
に
マ
イ
ナ
ス

だ
と
分
か
る
と
政
策
を
転
換
し
た
。
現
在
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
援
助
は
、
選
挙

に
勝
つ
と
い
う
目
的
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。






